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このドキュメントの使用法

『機能更新およびリリースノート』では、Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)
3.1ファームウェアに関するファームウェア機能拡張、既知の問題、および回避方法
について説明します。

このガイドは、Oracle ILOM 3.1ドキュメントライブラリのその他のガイドと一緒に
使用してください。このガイドは、技術者、システム管理者、Oracle認定サービス
プロバイダ、およびシステムハードウェアの管理経験があるユーザーを対象として
います。

■ 5ページの「関連ドキュメント」
■ 6ページの「ドキュメントのフィードバック」
■ 6ページの「製品のダウンロード」
■ 7ページの「Oracle ILOM 3.1ファームウェアのバージョン番号方式」
■ 8ページの「サポートとアクセシビリティー」

関連ドキュメント

ドキュメント リンク

すべてのOracle製品 http://www.oracle.com/documentation

Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle
ILOM) 3.1ドキュメントライブラリ

http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=ilom31

システム管理、単一システム管理 (SSM)のセ
キュリティー、および診断のドキュメント

www.oracle.com/technetwork/documentation/

sys-mgmt-networking-190072.html

Oracle HardwareManagement Pack 2.2 http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=ohmp

注:使用している Sunサーバープラットフォームに固有のOracle ILOM 3.1ドキュメントを見つける
には、そのサーバーに用意されている管理ガイドでOracle ILOMのセクションを参照してくださ
い。
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ドキュメントのフィードバック
このドキュメントについてのフィードバックをお寄せください:

http://www.oracle.com/goto/docfeedback

製品のダウンロード
各 Sunサーバーまたは SunブレードシャーシシステムのOracle ILOM 3.1ファーム
ウェアの更新は、My Oracle Support (MOS) Webサイトからダウンロードできるスタ
ンドアロンのソフトウェア更新プログラムによって入手できます。このようなソフ
トウェア更新プログラムをMOS Webサイトからダウンロードするには、次の手順を
参照してください。

▼ 製品のソフトウェアおよびファームウェアのダウンロード

http://support.oracle.comにアクセスします。

My Oracle Supportにサインインします。

ページの上部にある「パッチと更新版」タブをクリックします。

「検索」タブの上部にある「パッチ検索」パネルで、「製品またはファミリ(拡張検
索)」を選択します。

「対象製品」リストボックスで、製品名の全体または一部を入力し、一致する製品
のリストがリストボックスに表示されたら該当する製品名を選択します。

製品名の例: Sun Fire X4470 M2 Serverまたは Sun Enterprise SPARC T5120。

「リリース」リストボックスで

a. 「リリース」リストボックスの下向き矢印をクリックして、一致する製品の
フォルダのリストを表示します。

1つまたは複数の製品フォルダのアイコンのリストが表示されます。

b. 製品フォルダのアイコンの横にある三角形 (>)をクリックして、ソフトウェアリ
リースのリストを表示します。

c. 目的のソフトウェアリリースを選択します。
例: X4470 M2 SW 1.4 または Sun SPARC Enterprise T5120。

1
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「検索」をクリックします。

「パッチ検索結果」画面が表示され、パッチ名のリストと説明が示されます。

「パッチ検索結果」画面で、目的のパッチ名を選択します。

例: X4470 M2 Server SW 1.4.ILOM and BIOS (Patch) または Firmware SPARC Enterprise

T5120 Sun System Firmware 7.1.3.2。

パッチ名の選択で、次のいずれかのアクションをクリックします:

■ README –選択したパッチのReadmeファイルを開きます。

■ Add to Plan –選択したパッチを新規または既存のプランに追加します。

■ ダウンロード –選択したパッチをダウンロードします。

■ コピー –選択したパッチの詳細をメモリーにコピーします。

Oracle ILOM 3.1ファームウェアのバージョン番号方式
Oracle ILOM 3.1では、使用しているサーバーまたはシャーシ監視モジュール (CMM)
で実行しているファームウェアバージョンを識別しやすいファームウェア
バージョンの番号方式を使用しています。この番号方式では、5つのフィールドがあ
る文字列を使用しています。たとえば、a.b.c.d.eとなり、ここでは:

■ a - Oracle ILOMのメジャーバージョンを示します。
■ b - Oracle ILOMのマイナーバージョンを示します。
■ c - Oracle ILOMの更新バージョンを示します。
■ d - Oracle ILOMのマイクロバージョンを示します。マイクロバージョンは、プ
ラットフォームまたはプラットフォームのグループ単位で管理されます。詳細
は、使用しているプラットフォームのプロダクトノートを参照してください。

■ e - Oracle ILOMのナノバージョンを示します。ナノバージョンは、マイクロ
バージョンの増分反復です。

たとえば、Oracle ILOM 3.1.2.1.aの意味は、次のとおりです:

■ Oracle ILOM 3はメジャーバージョンです
■ Oracle ILOM 3.1はマイナーバージョンです
■ Oracle ILOM 3.1.2は 2つ目の更新バージョンです
■ Oracle ILOM 3.1.2.1はマイクロバージョンです
■ Oracle ILOM 3.1.2.1.aは 3.1.2.1のナノバージョンです

7
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ヒント –使用している SunサーバーまたはCMMにインストールされているOracle
ILOMファームウェアバージョンを確認するには、Webインタフェースで「System
Information」 >「Firmware」の順にクリックするか、コマンド行インタフェースで
versionと入力します。

サポートとアクセシビリティー

説明 リンク

My Oracle Supportを通じた電子
的なサポートへのアクセス

http://support.oracle.com

聴覚障害の方へ:

http://www.oracle.com/accessibility/support.html

アクセシリビリティーに対する
Oracleのコミットメントについ
て

http://www.oracle.com/us/corporate/accessibility/index.html

サポートとアクセシビリティー
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Oracle ILOM 3.1時点での機能拡張

Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM) 3.1のファームウェアでは、以前の
3.0ファームウェアと同じすべての動作が提供されているほか、いくつかの新しい機
能拡張が追加されています。

■ 9ページの「機能拡張のサマリー」

機能拡張のサマリー
次の表に、Oracle ILOM 3.1のファームウェア機能拡張の一部を示します。

表 1 Oracle ILOM 3.1時点での機能拡張のサマリー

機能 拡張機能の説明 詳細の参照先

再設計されたOracle ILOM 3.1 Web
インタフェース

Oracle ILOM 3.1では、再設計された新しい
Webインタフェースが使用可能です。

■ 『ユーザーズガイド』の「再設
計された 3.1 Webインタ
フェースをナビゲートする」

更新されたOracle ILOM 3.1 CLI
ターゲットおよびブレードシステ
ムのドリルダウン機能

3.1には、次のようなサーバーCLI
ターゲットおよびブレードシステムのドリ
ルダウン拡張機能があります:
■ /SYSターゲットは /SYSTEMターゲットに
置き換えられました。

■ /CHターゲットは /SYSTEMターゲットに
置き換えられました。

■ /Bladesターゲットは /Servers

ターゲットに置き換えられました。

■ ブレードシステムサーバーのナビ
ゲーションにシームレスなドリルダウン
機能が新しく追加され、ブレード
サーバーのCLIプロンプトを変更する必
要がなくなりました。

■ 『ユーザーズガイド』の「コマ
ンド行インタフェース (CLI)の
ターゲットネームスペースをナ
ビゲートする」

9



表 1 Oracle ILOM 3.1時点での機能拡張のサマリー (続き)
機能 拡張機能の説明 詳細の参照先

Oracle ILOM 3.0のCLIレガ
シーターゲット

3.0のCLIレガシーターゲットはすべて使用
可能ですが、非表示になります。

■ 『ユーザーズガイ
ド』の「/SYS、/STORAGE、お
よび /CHレガシーターゲットを
表示する」

シャーシ監視モジュール (CMM) 3.0
と 3.1のブレード管理の互換性

3.0ブレードシステムサーバーを 3.1 CMMか
ら表示および管理できます。

■ 『ユーザーズガイド』の「CMM
Webインタフェース:ブレード
サーバーのビュー」

システムステータス、サブコン
ポーネントステータス、および未
解決の問題のセンサー

3.0で提供されていたセンサー統計情報はす
べて、3.1ではシステムサマリーとサブコン
ポーネントの健全性ステータス、およ
び「Open Problems」レポートに置き換えら
れました。

■ 『ユーザーズガイド』の「情報
とステータスの収集、および一
般的なアクションの開始」

■ 『ユーザーズガイド』の「未解
決の問題の管理」

Storage Viewer 3.0の Storage Viewerは、3.1では Storageとい
う名前に変更されました。

3.1では、3.0と同じすべてのストレージ動作
に加え、RAIDボリュームのディスク値をほ
ぼリアルタイムで表示する追加の機能拡張
を使用できます。ストレージの健全性の詳
細はすべて、Webインタフェース
の「Storage」またはCLIの /System/storage

ターゲットに表示されます。

■ 『ユーザーズガイド』の「サブ
コンポーネントレベルの情報と
健全性ステータスを表示する
(Web)」

■ 『ユーザーズガイド』の「サブ
コンポーネントレベルの情報と
健全性ステータスを表示する
(CLI)」

PCIアドオンデバイスのインベント
リ

3.1では、PCIアドオンデバイスで新しくイ
ンベントリおよび健全性ステータス情報を
使用できます。

■ 『ユーザーズガイド』の「サブ
コンポーネントレベルの情報と
健全性ステータスを表示する
(Web)」

■ 『ユーザーズガイド』の「サブ
コンポーネントレベルの情報と
健全性ステータスを表示する
(CLI)」

ホストサーバーのオペレーティン
グシステムの識別

ホストの管理対象サーバーにHardware
Management Packソフトウェアが存在する場
合は、ホストサーバーのオペレーティング
システムの識別情報が 3.1の「System
Summary」WebページまたはCLIの /SYSTEM

ターゲットに表示されます。

■ 『ユーザーズガイド』の「シス
テムレベルの情報と健全性ス
テータスを表示する (CLI)」

Oracle System Assistant x86管理対象サーバーのOracle System
Assistantを 3.1の「System Summary」Web
ページまたはCLIから起動できます。

■ 『ユーザーズガイド』の「x86
Oracle System Assistantを起動す
る」

機能拡張のサマリー
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表 1 Oracle ILOM 3.1時点での機能拡張のサマリー (続き)
機能 拡張機能の説明 詳細の参照先

x86 BIOS構成管理 3.1では、x86サーバーの BIOS構成管理を
WebインタフェースまたはCLIから使用で
きます。

■ 『構成および保守』の「x86
BIOS構成パラメータの保守」

監査ログ 以前 3.0で提供されていたイベントログに加
え、3.1では新しい監査ログを使用できま
す。

■ 『ユーザーズガイ
ド』の「Oracle ILOMのログエン
トリの管理」

電力履歴のWebグラフ表示 3.0で提供されていたすべての電力管理機能
に加え、3.1では新しく電力履歴のWebグラ
フ表示機能を使用できます。

■ 『ユーザーズガイド』の「電力
履歴パフォーマンスの比較」

障害管理:障害のクリアー Oracle ILOM 3.1で報告されたシステム障害
は、障害の発生したコンポーネントを交換
すると自動的にクリアーされます。

■ 『ユーザーズガイ
ド』の「Oracle ILOM障害管理
シェルによる Sunハードウェア
障害の管理」

機能拡張のサマリー
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Oracle ILOM 3.1.xファームウェアに対する
更新

このセクションでは、Oracle ILOM 3.1ファームウェアの最初のポイントリ
リース、および既知の問題とその回避方法の一覧を示します。

■ 13ページの「サーバーおよび Sun Blade 6000 CMMに対する最初の 3.1ポイントリ
リース」

■ 14ページの「Oracle ILOM 3.1の既知の問題」
■ 16ページの「Oracle ILOM 3.2.1時点でのWS-Manの非推奨通知」
■ 16ページの「翻訳されたドキュメントのドキュメントタイトル」

サーバーおよび Sun Blade 6000 CMMに対する最初の3.1
ポイントリリース

次の表は、Oracle Sun x86サーバーサービスプロセッサ (SP)、SPARCサーバー SP、ま
たはシャーシ監視モジュール (CMM)に使用できる最初のOracle ILOM 3.1ファーム
ウェアポイントリリースを示しています。

サーバー SPまたはCMM 最初のOracle ILOM 3.1ファームウェアポイントリリース

x86サーバーサービスプロセッサ (SP) 3.1.0ファームウェアリリース以降

Sun Blade 6000 CMM1 3.1.1ファームウェアリリース以降

SPARC SP 3.1.2ファームウェアリリース以降
1 3.0ファームウェアを実行しているブレードサーバーは、3.1ファームウェアを実行しているCMMから表示および管理
できます。

サーバー固有のOracle ILOM機能の詳細については、使用しているサーバーの管理ガ
イドを参照してください。
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Oracle ILOM 3.1の既知の問題
このセクションでは、Oracle ILOM 3.1.0の時点で既知の問題と回避方法について説明
します。各問題固有の変更リクエスト (CR)番号と回避方法または更新が存在する場
合は、あわせて示します。

トピックの説明 リンク

Windows XP IPv6クライアントからのOracle
ILOMリモートコンソールの起動はサポートさ
れていません。

14ページの「Windowsクライアントに関する
Oracle ILOMリモートコンソールの IPv6の要件」

Firefoxブラウザのナビゲーションパネルにセ
キュリティーメッセージが表示されます。

14ページの「FirefoxブラウザでOracle ILOM 3.1
のナビゲーションペインにセキュリ
ティーメッセージが表示される」

Internet Explorer 6のユーザーはブラウザ環境を
アップグレードする必要があります。

15ページの「Internet Explorer 6のユーザーがWeb
インタフェースにアクセスするには、ブラウザ環
境をアップグレードするか、カスタム証明書と鍵
をアップロードする必要がある」

ネットワークの問題のために Javaリモートコ
ンソールが切断されることがあります。

15ページの「ネットワークの問題のために Javaリ
モートコンソールが切断される」

Windowsクライアントに関するOracle ILOMリ
モートコンソールの IPv6の要件
CR 6993498

問題: IPv6ネットワーク環境の場合、Java Development Kit (JDK)はMicrosoft Windows
XPをサポートしないため、Windows XP IPv6クライアントからのOracle ILOMリ
モートコンソールの起動はサポートされていません。

回避方法: IPv6を使用し、Microsoft Windowsオペレーティングシステムを実行してい
るネットワーク環境では、JDK170b36以降を使用するMicrosoft Windows Vista/2008/7
クライアントからOracle ILOMリモートコンソールを起動します。

FirefoxブラウザでOracle ILOM 3.1のナビ
ゲーションペインにセキュリティーメッセージが
表示される
CR 7052145

Oracle ILOM 3.1の既知の問題
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問題: Firefoxブラウザのバージョン Firefox 4以降を使用している場合、ナビ
ゲーションペインにセキュリティーメッセージが表示されることがあります。

回避方法:ナビゲーションペインを右クリックし、「更新」を選択します。

Internet Explorer 6のユーザーがWebインタ
フェースにアクセスするには、ブラウザ環境を
アップグレードするか、カスタム証明書と鍵を
アップロードする必要がある
CR 7122399

問題: Oracle ILOM 3.1.0にアップグレードしたあと、Internet Explorer 6を使用して
Oracle ILOM Webインタフェースにアクセスできません。

回避方法:次のいずれかを実行します:

オプション 1 -ブラウザを Internet Explorer 7以降にアップグレードするか、より新し
い同等の別のブラウザにアップグレードします。

オプション 2 -CLIにログインし、次の操作を実行します:

1. 弱い暗号を有効にします:
set /SP/services/https weak_ciphers=enabled

2. カスタムの鍵をアップロードします:
set /SP/services/https/ssl/custom_key load_uri=<load uri>

3. カスタムの証明書をアップロードします:
set /SP/services/https/ssl/custom_cert load_uri=<load uri>

ネットワークの問題のために Javaリモートコン
ソールが切断される
CR 7141880

問題: Oracle ILOMまたは Javaリモートコンソールにログインするときにネット
ワークが遅い場合、Javaリモートコンソールがリモートシステムに接続できないこ
とがあります。

回避方法:次のいずれかを実行します:

■ 10.X.X.Xネットワークにプロキシを使用しないようにブラウザを手動で構成しま
す。

ネットワークの問題のために Javaリモートコンソールが切断される
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■ 次のいずれかのディレクトリにある JavaWSキャッシュディレクトリを削除しま
す:
$HOME_DIR/.java/deployment/cache/javaws/6.0

$HOME_DIR/.java/deployment/cache/javaws/https

Oracle ILOM 3.2.1時点でのWS-Manの非推奨通知
ファームウェアリリース 3.1.2現在、WS-MAN APIはOracle ILOMで非推奨にされて
おり、将来のリリースで削除される予定です。Oracle ILOMバージョン 3.1.2以前で
は、引き続きWS-MAN APIをサポートします。

WS-MANとは、Distributed Management Task Force (DMTF)によって公開されている
WS-Management仕様のことです。WS-MANでは、管理情報へのアクセスおよび交換
のための一般的な方法が指定されています。

翻訳されたドキュメントのドキュメントタイトル
PDFドキュメントの翻訳版では、省略されたドキュメントタイトルが相互参照に使
用されています。省略されたタイトルは、次の表に示す完全なドキュメントタイト
ルに対応します。

省略されたドキュメントタイトル 完全なドキュメントタイトル

Oracle ILOM 3.1クイックスタート Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1ク
イックスタートガイド

Oracle ILOM 3.1ユーザーズガイド Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1
ユーザーズガイド

Oracle ILOM 3.1構成および保守 Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1構成
および保守ガイド

Oracle ILOM 3.1基本CLIコマンドリファレンス Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1基本
CLIコマンドリファレンス

Oracle ILOM 3.1プロトコル管理リファレンス Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1
SNMP、IPMI、CIM、WS-MANプロトコル管理リ
ファレンスガイド

Oracle ILOM 3.1機能更新およびリリース
ノート

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1機能
更新およびリリースノート

Oracle ILOM 3.2.1時点でのWS-Manの非推奨通知
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